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1 はじめに 
	
 近年、生活の中でダンスは身近なものになっている。義

務教育ではダンスが必修化され、またゲーム、イベント、

ドラマの OPなど、様々な場面でダンスを使ったコンテン
ツが見られる[1]。しかし、ダンスは一朝一夕に身につくも
のではなく、一定の学習が必要とされる。ダンスの学習を

支援する既往研究はあるものの、自身の姿が確認しにくい、

システムの操作性について考慮されていないなど問題点

が挙げられる。本研究では自身の姿の確認にミラーディス

プレイを使用し、ミラーディスプレイに適したインタフェ

ースはジェスチャーインタフェースではないかと仮定し、

新たなダンス学習支援システムのプロトタイプを作成し

た。また、このシステムを使い従来の GUIによる操作とジ
ェスチャー操作の比較実験を行い、ジェスチャーインタフ

ェースの有用性を検討することを研究目的とする。 

2 Smart Dancing System 
	
 本システムは既存のウェブ上に公開されている動画を

キーボード、ジェスチャーそれぞれの入力で再生・一時停

止・巻き戻し・早送りできるアプリケーションと、そのア

プリケーションを表示するミラーディスプレイとで構成

されている。ジェスチャーの入力には Myo[2]と呼ばれる筋
電を用いたジェスチャー認識デバイスを使用した。 

3 ユーザテスト 
	
 ユーザテストは図１にように男女 12名を対象に行った。
各ユーザにキーボード操作とジェスチャー操作のそれぞ

れでダンスの練習を行ってもらい、その使用感について主

観評価を用いたアンケート調査を行った。質問内容は主に 
 

質問１：どのくらい踊れるようになりましたか？ 
質問２：使いやすさはどうでしたか？ 
質問３：操作方法はダンスを覚えるための妨げになりまし	
 	
 

たか？ 
の３つを０から４の５段階で評価してもらった。 

4 結果と考察 
	
 アンケート結果を表１に示す。質問１では GUIの方が評
価の高い結果となったが、検定の結果有意差は認められな

かった。ダンスの学習効果に対して操作方法による効果の

差はないものと考えられる。質問２も GUIの評価が高かっ
た。有意差も認められた。普段使い慣れているキーボード

の方が Myo よりも使い易い、Myo に慣れていないことか
らこのような結果になったと考えられる。質問３では有意

差は認められなかったものの、ジェスチャー操作の方が評

価が高いという一定の傾向が見られた。その場で操作でき

ることが、妨げにならない要因になったと考えられる。 

5 おわりに 
	
 アンケートの結果から、操作性についてはキーボードに

劣るものの、ミラーディスプレイを用いたシステムの操作

の邪魔にならないなど、ジェスチャー入力は一定の評価が

得られた。離れた場所からの操作にはジェスチャー入力は 
適していると言える。また、ミラーディスプレイを使用し

たダンスの練習についてもユーザからの評価は高かった。 
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 図１	
 ユーザテストの様子 

表１	
 ユーザテストの結果 


